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～10万円未満、3.10 ～15万円未満、4 ト15 ～20万円未満、5.20 ～25万 円未満、6.25 ～30
万円未満、7.30 ～35万円未満、8.35 万円以上、のうち選択肢2 と3 の中間値を示している）、平
均ローン支払額は1.4（質問選択肢1. ローンはなし、2.5 千円未満、3.5 千円ヽ1 万円未
満、4.1 ～2 万円未満、5.2 ～3 万円未満、6.3 ～4 万円未満、7.4 ～5 万円未満、8.5
万円以上、のうち選択肢1 と2 の中間値を示している）、家庭の平均年間所得は4.4（質問選択肢1.600
万円未満、2.600 ～700万円未満、3.700 ～800万円未満、4.800 ～900万円未満、5.900
～1,000万円未満、6.l,000 ～l,100万円未満、7.1,100 ～1,200万円未満、8.1,200 万円以


























































Y ＝a 十b,X, 十ba ×2＋b3 ×3十b4 ×4十bs ×5十s (1)
106
（Y ニジ ーンズの所有枚数、a ―定数項、bi 、b2 、b3、b4、b5 ＝偏回帰係数、x,＝所持金額、X2＝1
ヵ月のお金、X3 ＝年間所得、X, ＝貯蓄残高、X5 ＝ローン、 £＝攬乱項）Y
＝2.754 十〇.00000585×1 十〇.0000187×2十〇.00991×3
（0.376 ）（0.0000128 ） （0.00000555 ）（0.062 ） 標準誤差
（7.316 ） （0.455 ） （3.371)
（0.0001 ）（0.6491) （0.0008 ）
十〇.116×4十〇.216×5(0.064
） （0.106 ）









F 値＝5.568Prob ＞F0.0001n ＝354
まず、個々の変数の偏回帰係数の有意性や大きさを調べる前に、回帰方程式全体の有意性を
チェックする12)。それは、次の帰無仮説1 と対立仮説1 を検定することによってなされる。
帰無仮説1 ：b 戸b2 ＝b3 ＝b4 ＝bs ＝0
対立仮説1 ：b. 、b2 、b3 、b4 、bs ≠0
この帰無仮説1 は、すべての偏回帰係数b, 、bz 、b3 、h レb 丿ま0 である、すなわち、いずれの
偏回帰係数も従属変数の説明にたいして何ら貢献していないという意味である。対立仮説1 は、こ




そこで今度は、偏回帰係数b.、b. 、b, 、b, 、bs を個々に検討することによって、個々の変数の
統計的有意性を検定する。次の帰無仮説と対立仮説を検定することになる。
帰無仮説2 ：bi ＝0 、対立仮説2 ：bi ≠0
帰無仮説3 ：b2 ＝0 、対立仮説3 ：hz ≠0
帰無仮説4 ：b3 ＝0 、対立仮説4 ：b ≠0
帰無仮説5 ：b4 ＝0 、対立仮説5 ：b4 ≠0













偏回帰係数bi のt 値は0.455、b. のt 値は3.371、b3 のt 値は0.160、hi のt 値は1.807、b5 のt
値は2.044である。両側検定で、それらt 値は、それぞれ0.6491、0.0008、0.8733、0.0716、0.0417
の確率で棄却域に入る。偏回帰係数bz が0.1% 水準以上で統計的に有意である。他の偏回帰係数は、b4
とbs が有意かなどうかなという水準である。偏回帰係数b, とba ぱ完全に有意ではない。よって、






























Y ＝a 十biX, 十b2 ×2 十b3 ×3 十b4 ×4 十b5 ×5 十 ε
（Y ＝靴 の所 有数 、a ＝定 数 項 、b, 、hz 、ba 、b4 、b5 こ偏 回 帰係 数、Xi ＝所 持 金額 、
のお 金、X3 ＝年 間所 得 、X4 ＝貯 蓄残 高 、X5 ＝ ロ ーン、 £＝攬 乱項 ）Y
＝3.429 十〇.000035X 汁0.000029 ×2 十〇.105×3
（0.465 ）べ0.0000158 ）（0.0000069 ） （0.077 ） 標 準 誤差
（7.374 ） （2.207 ） （4.262 ） （1.364 ）t 値
（0.000D （0.0280 ） （0.0001) （0.1735 ）P 値
十〇.183×4 十〇.022×5
（0.080 ） （0.131 ） 標 準 誤差
（2.303 ） （0.165 ）t 値 っ
（0.0219 ）（0.8687 ）p 値R'
＝0.124AdiR' ＝0.111F
値 ＝9.842Prob ＞F0.0001n ＝354
(2)
X2こ1 ヵ月
● ● ● 丿 ● ● (2)
個々の変数の偏回帰係数の有意性や大きさを調べる前に、回帰方程式全体の有意性をチェック
する。それは、先と同様に、次の帰無仮説7 と対立仮説7 を検定することによってなされる。
帰無仮説7:bi ＝b2 ＝b3 士b4 ＝b5 ＝0





そこで今度は、偏回帰係数b,、hz 、b3 、b, 、bs を個々に検討することによって、M 々の変数の
統計的有意性を検定する。次の帰無仮説と対立仮説を検定することになる。
帰無仮説8 ：bi ＝0 、対立仮説8 ：b, ≠0
帰無仮説9:hz=0 、対立仮説9 ：h ≠0
帰無仮説10:b3 ＝0 、対立仮説10:b3 ≠0
帰無仮説11:hi ＝0 、対立仮説11：b, ≠0











偏回帰係数b, のt 値は2.207、b. のt 値は4.262、bs のt 値は1.364、b4 のt 値は2.303、bs のt
値は0.165である。両側検定で、それらt 値は、それぞれ0.028、0.00081、0.1735、0.0219、0.8687
の確率で棄却域に入る。先と同様に、偏回帰係数b2 が0.1％水準以上で統計的に有意である。偏回
帰係数b,hb4 が2 ～3 ％水準で有意である。残りの偏回帰係数ba とbs は、ほとんど有意ではな
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